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私
た
ち
国
鉄
労
働
組
合
は
、
七
月
二
五
日
～
二
六
日
、
新
橋
交
通
ビ
ル
に
お
い
て
第
九
十
三
回
定
期
全
国
大
会
を
開
催
し
、
組
織
強
化
・
拡
大

運
動
の
総
括
、
Ｊ
Ｒ
及
び
グ
ル
ー
プ
・
関
連
会
社
に
お
け
る
労
働
条
件
改
善
と
非
正
規
労
働
者
の
正
社
員
化
な
ら
び
に
処
遇
改
善
、
安
全
・
安
定

輸
送
の
確
立
、
効
率
化
優
先
の
合
理
化
施
策
反
対
、
ロ
ー
カ
ル
線
を
は
じ
め
と
す
る
地
方
公
共
交
通
の
維
持
・
活
性
化
、
そ
し
て
二
○
二
五
年
春

闘
に
お
け
る
大
幅
賃
上
げ
獲
得
に
向
け
、
全
力
を
あ
げ
て
闘
い
抜
く
決
意
を
固
め
合
い
、
向
こ
う
一
年
間
の
運
動
方
針
を
確
立
し
た
。  

本
大
会
は
「
組
織
強
化
・
拡
大
に
向
け
た
具
体
的
な
運
動
の
展
開
」
を
全
職
場
か
ら
強
め
る
と
共
に
「
五
年
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
総
括
か
ら
、
今
後

の
国
労
を
担
う
次
世
代
へ
「
組
織
・
運
動
・
財
政
」
を
継
承
・
発
展
さ
せ
る
た
め
に
組
織
全
体
で
議
論
と
意
思
統
一
を
深
め
る
こ
と
を
確
認
し
た
。  

去
る
六
月
二
三
日
に
閉
会
し
た
第
二
一
三
回
通
常
国
会
で
は
、
自
民
党
派
閥
に
よ
る
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
を
め
ぐ
る
裏
金
問
題
に
国
民
の
厳

し
い
目
が
向
け
ら
れ
る
な
か
で
、
経
済
安
保
情
報
保
護
法
の
制
定
、
自
衛
隊
法
や
出
入
国
管
理
法
の
改
悪
、
さ
ら
に
は
共
同
親
権
を
め
ぐ
る
民
法

改
正
な
ど
、
多
く
の
問
題
法
案
が
審
議
不
十
分
な
ま
ま
数
の
力
に
よ
っ
て
強
行
成
立
し
た
。 

岸
田
首
相
の
「
政
治
へ
の
不
信
感
を
払
拭
す
る
」
と
の
意
気
込
み
と
は
裏
腹
に
「
政
治
資
金
規
正
法
改
正
」
は
、
野
党
が
求
め
た
企
業
・
団
体

献
金
の
禁
止
は
行
わ
ず
、
政
治
資
金
を
監
視
す
る
第
三
者
機
関
の
具
体
像
も
不
明
な
ま
ま
先
送
り
さ
れ
た
。
積
み
残
さ
れ
た
課
題
は
、
今
後
の
与

野
党
協
議
に
委
ね
ら
れ
た
が
、
議
論
の
場
さ
え
決
ま
ら
ず
、
真
相
究
明
は
な
さ
れ
な
い
ま
ま
で
あ
り
、
「
国
会
が
閉
会
す
れ
ば
こ
の
問
題
は
終
わ

る
」
と
い
わ
ん
ば
か
り
に
幕
引
き
を
は
か
ろ
う
と
し
て
い
る
自
民
党
に
対
し
て
国
民
の
不
信
感
は
か
つ
て
な
い
ほ
ど
高
ま
っ
て
い
る
。 

こ
う
し
た
状
況
で
行
わ
れ
た
四
月
二
八
日
投
開
票
の
衆
議
院
補
欠
選
挙
で
は
、
三
議
席
と
も
自
民
党
が
立
憲
民
主
党
に
敗
れ
る
結
果
と
な
り
、

七
月
七
日
投
開
票
の
東
京
都
議
補
欠
選
挙
に
お
い
て
も
、
二
勝
六
敗
と
自
民
党
へ
の
国
民
の
不
満
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。 

一
方
、
東
日
本
大
震
災
と
東
京
電
力
・
福
島
第
一
原
発
事
故
か
ら
十
三
年
が
経
過
し
、
昨
年
八
月
二
四
日
、
漁
業
関
係
者
の
反
対
の
声
を
押
し

切
り
、
「
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
」
が
放
出
さ
れ
た
が
、
長
期
に
わ
た
る
海
洋
放
出
が
生
態
系
に
及
ぼ
す
影
響
な
ど
納
得
の
い
く
説
明
は
さ
れ
ず
、
溶

融
燃
料
の
取
り
出
し
、
「
核
の
ゴ
ミ
」
の
処
理
な
ど
の
問
題
も
未
だ
に
解
決
の
目
途
が
立
っ
て
い
な
い
。
改
め
て
福
島
県
民
・
漁
業
者
の
反
対
の

声
に
耳
を
傾
け
、
全
て
の
人
が
納
得
で
き
る
解
決
策
を
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。  

Ｊ
Ｒ
福
知
山
線
及
び
羽
越
本
線
で
の
脱
線
事
故
か
ら
一
九
年
が
経
過
す
る
一
方
で
、
事
故
の
教
訓
は
何
ら
生
か
さ
れ
ず
、
Ｊ
Ｒ
各
社
と
も
更
な

る
効
率
化
や
要
員
削
減
が
行
わ
れ
、
安
全
輸
送
の
根
幹
が
大
き
く
脅
か
さ
れ
て
い
る
。
昨
年
八
月
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
大
船
駅
構
内
で
走
行
中
の
電

車
が
、
傾
い
た
電
化
柱
と
衝
突
し
、
乗
客
と
運
転
士
が
負
傷
す
る
事
故
が
発
生
し
た
。
今
年
一
月
に
は
重
鍾
ロ
ッ
ド
が
破
断
し
た
架
線
ト
ラ
ブ
ル

に
よ
る
停
電
と
復
旧
作
業
に
伴
う
感
電
事
故
に
よ
り
、
東
北
・
上
越
・
北
陸
新
幹
線
が
朝
一
〇
時
か
ら
終
日
全
面
運
休
す
る
大
規
模
輸
送
障
害
が

発
生
し
て
い
る
。
西
日
本
で
は
近
江
塩
津
駅
構
内
で
架
線
設
備
の
点
検
作
業
中
に
グ
ル
ー
プ
会
社
社
員
が
感
電
し
、
約
五
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
か
ら

転
落
死
亡
す
る
痛
ま
し
い
死
亡
労
働
災
害
が
発
生
し
た
。
さ
ら
に
東
海
で
も
七
月
二
十
二
日
に
保
守
車
両
が
衝
突
・
脱
線
し
、
東
海
道
新
幹
線
が

終
日
運
転
を
取
り
止
め
、
一
昨
日
に
は
Ｊ
Ｒ
新
山
口
駅
構
内
で
貨
物
列
車
が
脱
線
す
る
な
ど
Ｊ
Ｒ
及
び
グ
ル
ー
プ
・
関
連
会
社
を
問
わ
ず
重
大
な

イ
ン
シ
デ
ン
ト
や
ト
ラ
ブ
ル
、
労
働
災
害
は
後
を
絶
た
ず
、
労
働
者
の
安
全
が
脅
か
さ
れ
、
健
康
や
命
ま
で
も
が
奪
わ
れ
る
事
態
と
な
っ
て
い
る
。 

 

国
労
は
、
交
通
運
輸
に
携
わ
る
労
働
組
合
と
し
て
、
公
共
交
通
機
関
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
の
社
会
的
責
任
の
履
行
や
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
遵
守
に
向
け

て
、
労
働
災
害
・
事
故
防
止
対
策
の
取
り
組
み
に
全
力
を
あ
げ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
利
用
者
や
地
域
住
民
の
視
点
に

立
ち
、
交
通
運
輸
に
結
集
す
る
全
て
の
仲
間
と
連
帯
し
、
「
安
全
・
安
定
輸
送
の
確
立
」
「
誰
も
が
安
心
し
て
安
全
に
働
け
る
職
場
づ
く
り
」
を

め
ざ
す
運
動
を
強
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。  

ロ
ー
カ
ル
線
問
題
は
、
昨
年
法
制
化
さ
れ
た
地
域
公
共
交
通
活
性
化
再
生
法
改
正
法
に
よ
り
新
た
な
段
階
を
迎
え
、
Ｊ
Ｒ
各
社
の
路
線
別
の
収

支
や
輸
送
人
員
数
が
相
次
い
で
公
表
さ
れ
る
中
、
西
日
本
・
芸
備
線
の
一
部
区
間
に
対
し
て
「
再
構
築
協
議
会
」
が
設
置
さ
れ
た
。
鉄
道
路
線
維

持
の
た
め
の
公
的
資
金
支
援
制
度
の
拡
充
や
地
域
公
共
交
通
を
守
る
立
場
か
ら
持
続
的
な
安
定
経
営
の
確
立
を
強
く
求
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。  

Ｊ
Ｒ
各
社
の
昨
年
度
決
算
は
回
復
へ
と
向
か
い
、
貨
物
会
社
を
除
く
Ｊ
Ｒ
各
社
は
黒
字
決
算
へ
と
転
換
し
た
。
こ
れ
を
背
景
に
二
四
春
闘
で
は

各
社
と
も
定
期
昇
給
の
完
全
実
施
と
有
額
ベ
ア
回
答
を
勝
ち
取
り
、
夏
季
手
当
で
は
貨
物
会
社
を
除
く
各
社
と
も
増
額
の
結
果
と
な
っ
た
。
し
か

し
、
賃
上
げ
が
物
価
上
昇
に
追
い
つ
か
な
い
今
日
の
状
況
は
変
わ
ら
ず
、
生
活
に
困
窮
す
る
労
働
者
・
家
族
の
不
満
と
怒
り
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。
加
え
て
、
コ
ロ
ナ
禍
を
理
由
に
施
策
の
先
取
り
や
一
層
の
効
率
化
を
推
し
進
め
る
Ｊ
Ｒ
及
び
グ
ル
ー
プ
・
関
連
会
社
の
労
働
条
件
改
善
は

喫
緊
の
課
題
で
も
あ
り
「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」
の
確
立
と
真
の
働
き
方
改
革
を
実
現
さ
せ
る
べ
く
格
差
是
正
に
向
け
全
力
を
あ
げ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。  

国
労
は
「
組
織
強
化
・
拡
大
の
具
体
的
な
運
動
の
展
開
」
を
職
場
か
ら
実
践
し
、
組
織
拡
大
運
動
を
全
て
の
闘
い
の
集
約
点
と
し
て
全
力
で
取

り
組
ん
で
き
た
。
職
場
か
ら
の
取
り
組
み
に
よ
り
仲
間
の
信
頼
や
共
感
を
生
み
出
し
て
き
た
こ
と
に
自
信
と
確
信
を
持
ち
、
各
エ
リ
ア
・
地
方
か

ら
積
み
上
げ
て
き
た
成
果
や
教
訓
に
学
び
、
不
退
転
の
決
意
で
組
織
拡
大
に
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
結
成
か
ら
七
八
年
の
長
い
歴

史
と
伝
統
を
持
つ
労
働
組
合
と
し
て
、
闘
い
を
構
築
し
、
職
場
の
仲
間
と
共
に
全
組
織
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
と
す
る
。  

右
、
宣
言
す
る
。  
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